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南九州市  

 

【 遊休農地調査事前協議 ９月定例農業委員会議後撮影 】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業委員会だより  

平成27年10月発行 南九州市農業委員会事務局 

 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

芝
原 

和
己 

 

昨
今
の
遊
休
農
地
の
増
加
と
そ
の
解
消

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

農
業
委
員
会
で
は
農
地
制
度
の
適
正
執
行

や
農
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
図
る
た
め

｢

土
地｣

対
策
を
重
点
目
標
に
掲
げ
毎
月
１

日
を｢

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル｣

の
日
と
定
め
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
な
か
、
平
成
二
十
一
年
十

二
月
の
改
正
農
地
法
の
施
行
に
よ
り
、
農

地
の
権
利
を
有
す
る
者
の
責
務
規
定
が
設

け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
の
新

た
な
役
割
と
し
て｢

農
地
の
利
用
状
況
に

つ
い
て
の
調
査｣

（
以
下｢

利
用
状
況
調

査｣

）
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
六
年
に
は
、
農
地
利
用
の

効
率
化
・
高
度
化
の
促
進
に
向
け
て｢

農

地
中
間
管
理
事
業｣

が
創
設
さ
れ
併
せ
て

遊
休
農
地
対
策
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。 

 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
（
利
用
状
況
調
査
）

に
よ
る
地
域
の
農
地
利
用
の
総
点
検
及
び

遊
休
農
地
の
把
握
と
中
間
管
理
事
業
を
活

用
し
た
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
並

び
に
無
断
転
用
防
止
へ
の
働
き
か
け
を
引

き
続
き
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。 

 

遊
休
農
地
の
解
消
に
向
け
て
！ 
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南
九
州
市
頴
娃
農
業
開
発
研
修
セ
ン
タ
ー
で
七

月
二
十
九
日
南
九
州
市
農
作
業
事
故
防
止
安
全

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
農
家
か
ら
約
五

十
人
が
参
加
し
た
。
県
農
業
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
の
担
当
者
が
農
作
業
中
の
事
故
に
つ
い
て

の
現
状
を
説
明
し
た
後
、
屋
外
で
ト
ラ
ク
タ
ー

や
サ
ツ
マ
イ
モ
収
獲
機
な
ど
の
点
検
整
備
や
安

全
使
用
の
方
法
を
確
認
し
た
。
（
右
写
真
） 

 

★
南
九
州
市
で
も
本
年
度
九
月
十
四
日
、
知
覧
で
ト
ラ
ク

タ
ー
の
横
転
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
作
業

前
の
機
械
の
点
検
・
作
業
中
の
周
囲
へ
の
注
意
が
事
故
を
減

ら
し
ま
す
。 

 
農
作
業
事
故
０
を
目
指
し
皆
さ
ん
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 
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Ｈ27 年度頴娃町農業者年金受給者会総代会 

農業者年金に加入しリタイヤ後の生

活を，ゆとりあるものにしましょう。 

(10 月 13 日会員によるゲートボー

ル・グランドゴルフ大会承認) 
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農地転用の申請のあった土地については，農業委員，市

の職員，土地の関係者で，現地確認を実施 

 

 

 

 

 

 

男女協同参画推進研修会の実施（2 月 20 日） 

      第 2 回農業委員会終了後実施 

      講師：鹿児島県女性政策研究所  

副代表 大原 タツ子 様  

感想として，農業委員の一員として家族経営協定を 

推進し男女共同参画社会に寄与したい。等の意見 

があり，農業委員としての資質向上につながっている 

 

      農業委員会からのお願い！ 

近頃荒廃農地だけでなく，耕作されている土地等についても，畔・土手等の管理が 

行き届かず，草が，覆い茂り通行の妨げになる，特に通学路等の近辺 

は非常に危険であるとの苦情が，行政相談委員を通じてありました。 

土地の所有者，土地を使用している方，適正な土地の管理をお願いします。 

  

 週 刊  毎週金曜日発行 

月 700 円 年８，４００円(消費税込み)       

購読の申し込みは、農業委員会事務局及び各分室へ                                     

お気軽に連絡下さい。 

 転用の許可に必用な立地基準・一般基準

について検討をお願いします。 

回りもあまり生産性の高い農地に見えな

いですね。第 2種農地かな？  

生活排水などはどうするの。 

生活雑排水などは，浄化槽で処理

して，道路側溝に放流する予定で

すす。 


